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は
じ
め
に

一
九
〇
一
年
一
二
月
一
日
、
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
が
「
福
音
派
キ
リ
ス
ト
教

に
改
宗 （
１
）」
し
た
。
こ
の
こ
と
は
母
国
に
い
る
師
ハ
ン
ス
・
デ
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ク
に
書

簡
に
て
伝
え
ら
れ
た
。
こ
こ
で
言
う
「
福
音
派
キ
リ
ス
ト
教
」
と
は
、
独
逸
普
及
福

音
教
会
の
伝
道
し
た
「
自
由
基
督
教
」
を
指
す
。

一
八
八
七
年
に
御
雇
外
国
人
と
し
て
来
日
し
た
リ
ー
ス
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
の
ド

イ
ッ
チ
ュ
ク
ロ
ー
ネ
に
製
造
家
兼
卸
売
業
の
家
の
第
五
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
ユ
ダ

ヤ
人
の
家
系
で
あ
っ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
が
、
リ
ー
ス
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
ユ
ダ
ヤ
系
知
識
人
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
改
宗
す
る
こ
と
は
欧
州
で
は

特
段
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
本
論
で
は
、
そ
の
あ
り
き
た
り
と
も
い
え
る

一
人
の
欧
州
人
の
改
宗
が
、
極
東
の
知
識
人
の
抱
え
て
い
た
、
ひ
い
て
は
日
本
近
代

に
は
ら
ま
れ
て
い
た
微
妙
な
屈
折
と
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
み
た
い
。

日
本
に
「
福
音
派
キ
リ
ス
ト
教
」
を
持
ち
込
み
、
リ
ー
ス
と
交
流
を
持
っ
て
い
た
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本
稿
は
、
普
及
福
音
教
会
を
通
し
て
明
治
期
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
神
学
に
対
す
る
森

�外
及
び
同
時
代
の
関
心
内
容
を
検
討
し
、
森

�外
「
槌

一
下
」
に
対
し
て
新
た
な
読
み
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
「
槌
一
下
」
を
第
四
作
目
と

す
る
「
五
条
秀
麿
も
の
」
に
は
、
世
紀
末
ド
イ
ツ
を
体
験
し
た
青
年
と
し
て
造
型
さ
れ

た
五
條
秀
麿
と
い
う
華
族
の
子
息
の
思
考
過
程
が
描
か
れ
て
い
る
。
歴
史
を
描
く
こ
と

に
対
し
て
秀
麿
が
持
つ
「
神
話
と
歴
史
と
の
限
界
を
は
つ
き
り
さ
せ
ず
に
は
手
が
著
け

ら
れ
な
い
」
と
い
う
認
識
は
、
同
時
代
に
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
普

及
福
音
教
会
は
批
評
学
的
な
立
場
に
基
づ
い
て
お
り
、
科
学
と
信
仰
の
問
題
に
合
理
的

な
解
釈
を
与
え
得
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
。
作
中
で
秀
麿
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学

に
対
す
る
正
確
な
認
識
を
持
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
状
況
を
普
及
福
音
教
会
に
改
宗
し

た
お
雇
い
外
国
人
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
、
普
及
福
音
教
会
牧
師
で
あ
り
、
神
話
研

究
や
レ
ッ
シ
ン
グ
へ
の
関
心
か
ら

�外
と
交
わ
り
を
持
っ
た
赤
司
繁
太
郎
の
認
識
を
手

掛
か
り
に
、
秀
麿
の
停
滞
し
た
立
場
に
つ
い
て
論
じ
た
。
そ
の
う
え
で
、
「
槌
一
下
」

に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
者
Ｈ
君
へ
の
礼
讃
は
、
現
実
に
行
動
し
続
け
る
Ｈ
君
の
宗
教
家

と
し
て
の
行
為
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

�森

�外
、
ド
イ
ツ
、
プ
ロ
ス
タ
ン
ト
神
学
、
赤
司
繁
太
郎
、
普
及
福
音

教
会

村
上

祐
紀

普
及
福
音
教
会
と
森

�外
「
鎚
一
下
」

人
文
・
自
然
・
人
間
科
学
研
究
第
四
三
号
一
―
一
五
頁
二
〇
二
〇
・
三
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の
は
、
ド
イ
ツ
の
普
及
福
音
新
教
伝
道
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
伝
道
師
た
ち
で
あ
る
。

リ
ー
ス
は
自
ら
の
改
宗
の
理
由
に
つ
い
て
「
こ
の
決
定
は
、
普
及
福
音
新
教
伝
道
会

か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
当
地
の
牧
師
た
ち
が
、
私
が
留
保
な
し
に
承
認
す
る
科
学
的

神
学
の
教
義
上
の
理
解
を
分
か
ち
持
っ
て
い
る
と
い
う
事
情
に
よ
っ
て
本
質
的
に
容

易
な
も
の
と
な
り
ま
し
た （
２
）」
と
述
べ
て
い
る
。
西
川
洋
一
が
「
教
義
上
の
基
本
的

な
姿
勢
に
対
す
る
共
感
に
も
と
づ
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
リ
ー
ス
の
改
宗
に
は
科
学
と
信
仰
を
め
ぐ
る
歴
史
観
の
問
題
が
大
き
く
関
わ
っ

て
い
た
。
そ
れ
は
「
兼
ね
て
生
涯
の
事
業
に
し
よ
う
と
企
て
た
本
国
の
歴
史
を
書
く

こ
と
は
、
ど
う
も
神
話
と
歴
史
と
の
限
界
を
は
つ
き
り
さ
せ
ず
に
は
手
が
著
け
ら
れ

な
い
」
と
「
か
の
や
う
に
」
（
『
中
央
公
論
』
二
七

�一
、
明
治
四
五
年
一
月
）
で
述

べ
、「
鎚
一
下
」（『
中
央
公
論
』
二
八

�八、
大
正
二
年
七
月
）
で
「
矢
張
企
て
た
著

述
に
手
を
着
け
な
い
で
」
い
る
秀
麿
が
「
本
国
の
歴
史
」
を
書
く
こ
と
を
巡
っ
て
抱

え
て
い
た
悩
み
で
も
あ
っ
た
。
日
本
近
代
国
家
成
立
の
根
拠
は
、
「
ま
さ
か
お
父
う

様
だ
つ
て
、
草
昧
の
世
に
一
国
民
の
造
つ
た
神
話
を
、
そ
の
儘
歴
史
だ
と
信
じ
て
は

ゐ
ら
れ
ま
い
」
と
秀
麿
が
認
識
し
て
い
る
よ
う
に
、
神
話
を
歴
史
と
見
な
す
こ
と
で

成
り
立
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
証
的
な
歴
史
学
の
下
で
は
「
そ
の
儘
歴
史
」
と
見

な
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
が
近
代
日
本
の
抱
え
て
い
た
歪
み
の
一
つ
で
あ
る
。

�外
は
、
レ
ッ
シ
ン
グ
の
宗
教
理
解
を
巡
っ
て
普
及
福
音
教
会
と
接
点
を
持
っ
て

い
た （
３
）。
そ
の
媒
介
と
な
っ
た
の
は
、
普
及
福
音
教
会
牧
師
赤
司
繁
太
郎
で
あ
る
。

秀
麿
も
の
を
書
き
上
げ
た

�外
が
、
大
正
期
以
降
歴
史
小
説
・
史
伝
に
向
か
っ
て
い

く
こ
と
か
ら
も
、

�外
と
リ
ー
ス
と
い
う
異
な
る
立
場
の
二
人
が
普
及
福
音
教
会
に

関
心
を
持
つ
こ
と
に
は
、
共
通
す
る
歴
史
を
巡
る
問
題
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
普
及
福
音
教
会
を
中
心
に
明
治
期
の
キ
リ
ス

ト
教
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
近
代
史
学
が
や
が
て
行
き
当
た
る
こ
と
に
な
る
神

話
と
歴
史
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
視
座

は
、
「
か
の
や
う
に
」
を
は
じ
め
と
す
る
秀
麿
も
の
を
論
じ
る
上
で
も
有
効
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
ま
ず
は
リ
ー
ス
の
歴
史
意
識
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
踏
ま
え
、

�外
と
リ
ー
ス
の
歴
史
意
識
を
繋
ぐ
接
点
と
し
て
赤
司
繁
太
郎
に
着
目
す
る
。
次
に
、

普
及
福
音
教
会
の
自
由
基
督
教
を
手
が
か
り
に
、
秀
麿
も
の
に
ド
イ
ツ
由
来
の
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
神
学
の
知
見
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
先
取
り
し

て
い
え
ば
、
秀
麿
も
の
、
特
に
「
鎚
一
下
」
は
、
ド
イ
ツ
の
「
新
教
神
学
」
の
意
義

を
同
時
代
で
体
験
し
た
秀
麿
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
の
論
理
を
武
器
と
し
て
、
神

話
の
上
に
成
り
立
つ
日
本
近
代
の
歪
み
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
物
語
と
し
て
読
む
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
最
後
に
秀
麿
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
「
Ｈ

君
」
を
礼
讃
す
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

一
、「

ゾ
ー
ル
・
オ
リ
エ
ン
ス
」
会

リ
ー
ス
は
、
日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
基
礎
を
確
立
し
た
人
物
と
し
て
知
ら

れ
る
。
帝
国
大
学
教
授
と
し
て
採
用
以
降
、
帝
国
大
学
史
学
科
の
開
設
に
始
ま
り
、

明
治
二
二
年
の
史
学
会

創
設
、
同
年
一
二
月
『
史
学
会

雑
誌
』
（
明
治
二
五
年
よ
り

『
史
学
雑
誌
』）

刊
行
と
、
日
本
の
歴
史
学
を
巡
る
環
境
は
急
速
に
整
え
ら
れ
て
い
っ

た
。

普及福音教会と森�外「鎚一下」
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リ
ー
ス
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
流
の
史
料
批
判
に
よ
る
歴
史
研
究

で
あ
っ
た
。
リ
ー
ス
自
身
、
レ
オ
ポ
ル
ド
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
ケ
の
研
究
法
が
根
強
く

残
っ
て
い
た
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
地
理
と
歴
史
学
を
学
び
、
指
導
教
授
デ
ル
ブ
リ
ュ
ッ

ク
の
も
と
で
イ
ギ
リ
ス
史
に
関
す
る
学
位
論
文
を
執
筆
し
て
い
る
。
ラ
ン
ケ
を
「
史

上
最
も
偉
大
な
歴
史
家
」
と
評
す
リ
ー
ス
は
、
そ
の
研
究
方
法
を
日
本
に
伝
え
、
坪

井
九
馬
三
や
白
鳥
庫
吉
な
ど
多
く
の
歴
史
家
を
輩
出
し
た
。
リ
ー
ス
は
日
本
に
「
科

学
的
」
な
歴
史
学
研
究
法
を
持
ち
込
ん
だ
が
、
そ
の
一
方
で
比
較
宗
教
的
な
関
心
も

早
く
か
ら
持
っ
て
お
り
、
科
学
的
知
見
と
宗
教
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
折
り
合
い
を

つ
け
る
か
と
い
う
こ
と
は
リ
ー
ス
自
身
の
課
題
で
も
あ
っ
た
。
『
日
本
雑
記
』

（
A
llerlei

a
u
s
Ja
p
a
n
、
一
九
〇
五
年 （
４
））
に
は
、
日
本
の
迷
信
や
宗
教
に
関
す
る

言
説
も
繰
り
返
し
見
ら
れ
る
。
普
及
福
音
教
会
へ
の
接
近
が
「
比
較
宗
教
史
的
な
関

心
」
と
無
関
係
で
な
い
こ
と
は
、
「
こ
の
背
景
と
の
関
係
で
説
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い （
５
）」
と
西
川
洋
一
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
か
ら
や
っ
て
来
た
多
く
の
御
雇
外
国
人
た
ち
は
、
文
科
大
学
な
ら
び
に
独

逸
学
協
会
学
校
で
講
義
を
行
い
、
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
。
リ
ー
ス
は
、
司
法
官
試

補
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
デ
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ク
の
弟
エ
ル
ン
ス
ト
・
デ
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ク
や

デ
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ク
と
交
流
の
あ
っ
た
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ブ
ッ
セ
ら
と
交
友
を
深
め
、

そ
の
中
で
同
じ
く
独
逸
学
協
会
学
校
で
教
壇
に
立
っ
て
い
た
普
及
福
音
新
教
伝
道
会

の
伝
道
師
ヴ
ィ
ル
フ
リ
ー
ト
・
シ
ュ
ピ
ン
ナ
ー
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
シ
ュ

ピ
ン
ナ
ー
牧
師
が
創
設
し
た
連
続
講
演
会
で
、
こ
の
何
年
間
か
で
三
回
の
講
演
を
行

な
い
ま
し
た
」
と
デ
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ク
宛
書
簡
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
後
リ
ー

ス
は
普
及
福
音
教
会
に
積
極
的
に
出
入
り
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
交
流
を
通
し
て
、

リ
ー
ス
は
自
由
基
督
教
に
改
宗
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
「
連
続
講
演
会
」
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る （
６
）が
、
シ
ュ
ピ
ン
ナ
ー
の
始
め
た

講
演
会
の
中
に
、
ド
イ
ツ
人
や
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
の
帰
朝
者
た
ち
に
ド
イ
ツ
文
化
の

紹
介
を
依
頼
し
、
青
年
の
ド
イ
ツ
に
対
す
る
見
聞
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

た
「
ゾ
ー
ル
・
オ
リ
エ
ン
ス
」
（
S
o
l
o
rien

s）
会
が
あ
っ
た
。
リ
ー
ス
自
身
も
参

加
し
た
会
に
つ
い
て
、「
そ
の
関
心
は
第
一
に
ド
イ
ツ
語
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
、

第
二
に
一
般
教
養
の
普
及
、
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
宗
教
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

に
あ
る
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
二
十
年
頃
壱
岐
坂
教
会
堂

で
行
わ
れ
て
い
た
「
ゾ
ー
ル
・
オ
リ
エ
ン
ス
」
会
に
出
入
り
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。本
会
に
は
多
く
の
ド
イ
ツ
留
学
経
験
者
た
ち
が
集
っ
た
が
、
シ
ュ
ピ
ン
ナ
ー
に
よ

る
レ
ッ
シ
ン

グ
の

劇
詩
『

賢
者
ナ
ー

タ
ン
』
（
N
a
th

a
n

d
er

W
eise
、
一

七
七
九

年
）
の
講
義
な
ら
び
に
神
話
学
の
講
義
に
深
く
影
響
を
受
け
、
そ
の
後

�外
と
交
わ

る
こ
と
に
な
る
普
及
福
音
教
会
牧
師
赤
司
繁
太
郎
も
こ
の
会
に
参
加
し
て
い
た
。
赤

司
は
東
京
専
門
学
校
英
語
政
治
科
在
学
中
の
一
九
八
九
年
、
普
及
福
音
教
会
の
シ
ュ

ピ
ン
ナ
ー
や
オ
ッ
ト
ー
・
シ
ュ
ミ
ー
デ
ル
と
知
り
合
い
、
翌
年
シ
ュ
ピ
ン
ナ
ー
の
設

立
し
た
新
教
神
学
校
に
入
学
す
る
。
そ
こ
で
普
及
福
音
教
会
の
教
え
を
学
び
、
シ
ュ

ピ
ン
ナ
ー
よ
り
受
洗
、
卒
業
後
は
名
古
屋
で
伝
道
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
後
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー

サ
リ
ス
ト
教
会
の
牧
師
と
な
っ
た
が
、
一
九
〇
九
年
東
郷
坂
普
及
福
音
教
会
を
設
立

し
て
牧
師
と
な
っ
た
。
普
及
福
音
教
会
に
は
当
時
多
く
の
青
年
が
通
っ
て
い
た
が
、

赤
司
は
着
任
当
初
の
シ
ュ
ピ
ン
ナ
ー
の
教
え
を
受
け
た
一
人
で
あ
る
。

赤
司
と
同
じ
く
普
及
福
音
教
会
の
伝
道
師
と
な
っ
た
丸
山
通
一
は
「
ゾ
ー
ル
・
オ
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リ
エ
ン
ス
」
会
に
つ
い
て
「
外
来
者
が
例
会
に
出
席
し
て
講
義
を
傍
聴
す
る
の
を
許

し
て
居
た
。
内
外
の
学
者
が
来
て
独
逸
語
で
学
術
談
義
を
し
た
事
も
あ
る
ら
し
い
。

ゾ
ー
ル
、
オ
リ
エ
ン
ス
会
は
明
治
二
十
四
年
四
月
一
日
ス
ピ
ン
ネ
ル
先
生
が
日
本
を

去
ら
れ
た
の
で
自
然
に
消
滅
し
た （
７
）」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、「
ゾ
ー
ル
・

オ
リ
エ
ン
ス
」
会
は
キ
リ
ス
ト
教
信
者
に
関
わ
ら
ず
、
特
に
学
生
や
青
年
に
ド
イ
ツ

に
関
す
る
一
般
教
養
を
広
め
る
目
的
で
ド
イ
ツ
語
を
用
い
て
行
わ
れ
て
い
た
講
義
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
普
及
福
音
教
会
の
機
関
誌
『
真
理
』
二
号
（
明
治
二
二
年
一
一

月
）
に
は
、「
ゾ
ー
ル
・
オ
リ
エ
ン
ス
」
会
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

帝
国
大
学
々
生
よ
り
成
る

S
o
l
o
rien

s
会
は
去
る
二
十
二
日
午
後
五
時
よ
り

例
会
を
壱
岐
坂
会
堂
に
開
き
、
ス
ピ
ン
ネ
ル
氏
レ
ツ
シ
ン
グ
の

N
a
th

a
n
d
er

W
eise

を
講
ぜ
ら
れ
た
り
、
同
会
は
毎
回
傍
聴
を
許
す
。

こ
こ
か
ら
「

S
o
l
o
rien

s
会
」
は
、
主
に
大
学
生
を
対
象
に
傍
聴
を
許
さ
れ
た
、

ド
イ
ツ
の
学
問
を
学
ぶ
場
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
赤
司
は
こ
こ
に
記
録

さ
れ
て
い
る
シ
ュ
ピ
ン
ナ
ー
に
よ
る
レ
ッ
シ
ン
グ
の
『
賢
者
ナ
ー
タ
ン
』
の
連
続
講

演
に
参
加
し
、
深
く
感
銘
を
受
け
る
。
そ
の
後
赤
司
の
レ
ッ
シ
ン
グ
へ
の
興
味
は
深

め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
赤
司
と
レ
ッ
シ
ン
グ
と
の
出
会
い
は
、

�外
と
赤

司
と
の
出
会
い
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
赤
司
繁
太
郎
と

�外
の
出
会
い

明
治
二
十
五
年
、
赤
司
は
「
麗
粋
子
」
と
い
う
名
で
最
初
の
著
作
『
烈
真
具
』

（
明
治
二
五
年
三
月
、
一
二
三
館
）
を
出
版
す
る
。

�外
「
レ
ッ
シ
ン
グ
が
事
を
記

す
」（『
し
が
ら
み
草
紙
』
二
一
～
二
四
号
、
明
治
二
四
年
六
月
～
九
月
）
を
参
照
し

た （
８
）こ
と
か
ら
、
『
烈
真
具
』
に
は

�外
の
「
題
言
」
が
寄
せ
ら
れ
た
。
赤
司
繁
雄
は

序
文
執
筆
の
経
緯
に
つ
い
て
、
「
東
京
帝
大
医
科
大
学
長
で
、
ゾ
ー
ル
・
オ
リ
エ
ン

ス
会
の
発
起
人
の
一
人
で
あ
っ
た
大
沢
謙
二
や
、

�外
を
崇
敬
し
て
い
た
藤
浪
鑑
ら

の
働
き
か
け
に
よ
り
、
そ
の
知
遇
を
え
て
、
序
文
を
寄
せ
て
も
ら
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る （
９
）」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

�外
と
赤
司
の
交
流
は
続
い
て
い
く
。

シ
ュ
ピ
ン
ナ
ー
の
講
演
を
通
し
て
レ
ッ
シ
ン
グ
と
出
会
っ
た
赤
司
は
、
さ
ら
に
レ
ッ

シ
ン
グ
の
考
え
を
基
軸
と
し
て
宗
教
の
問
題
、
神
話
の
問
題
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

特
に
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
神
話
へ
の
関
心
は
学
生
時
代
か
ら
持
っ
て
お
り
、
卒
業

後
は
精
力
的
に
学
芸
誌
に
持
論
を
掲
載
し
た
。
と
り
わ
け
興
味
深
い
の
は
、
赤
司
が

ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
神
話
を
考
証
す
る
際
に
、

�外
に
問
い
合
わ
せ
を
お
こ
な
っ
て

い
た
事
実
で
あ
る
。『

小
倉
日
記
』（
明
治
三
四
年
一
月
二
八
日
）
に
は
、「
二
八
日

赤
司

書
を
寄
せ
て
エ
ロ
ス
（
E
ro
s）
の
神
の

把
る

所
の

弓
剪
は

何
の

材
も
て
作
れ

る
も
の
ぞ
と
問
ふ
。
旅
寓
書
な
し
。
臆
に
取
り
て
数
事
を
録
し
、
以
て
答
書
に
充
つ
。

夜
雨
。
」
と
い
う
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は

翌
三
十
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
神
話

梗
概

天
馬
』
（
明
治
三
五
年
四
月
、

岡
崎

屋
書

店
）
の
記
述
を
め

ぐ
る
問
い

合
わ
せ

で
あ
り
、
本
書
に
も
「
こ
の
書
は
、
印
刷
の
こ
と
に
い
そ
が
れ
て
、
そ
の
手
続
を
な

普及福音教会と森�外「鎚一下」
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す
得
ざ
り
し
「
オ
ヴ
ィ
ッ
ド
の
開
闢
説
」
「
金
毛
の
羊
皮
」
「
葭
ふ
く
風
」
「
葡
萄
か

づ
ら
」
の
四
編
の
外
は
、

�外
森
林
太
郎
先
生
の
校
閲
を
わ
づ
ら
は
し
た
る
も
の
な

り
。
編
者
は
、
こ
こ
に
、
同
先
生
に
向
て
、
深
き
感
謝
の
意
を
表
す （

�）」
と

�外
の

手
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

�外
が
著
作
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

に
応
じ
た
り
、
「
題
言
」
を
寄
せ
た
り
す
る
こ
と
自
体
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

し
か
し
、

�外
が
赤
司
に
寄
せ
て
い
た
関
心
は
、
赤
司
の
宗
教
観
、
神
話
観
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

赤
司
は
レ
ッ
シ
ン
グ
の
思
想
を
、
自
由
基
督
教
の
立
場
と
重
ね
る
こ
と
で
評
価
し

て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
引
用
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

レ
ッ
シ
ン
グ
氏
が
孜
々
営
々
と
し
て
求
め
ん
と
欲
す
る
所
ハ
只
一
の
真
理
に

し
て
之
れ
が
敵
た
る
も
の
は
合
理
論
者
と
頑
迷
な
る
正
統
派
神
学
者
た
る
と
を

問
ハ
ず
、
或
ハ
弁
論
を
以
て
或
は
文
筆
を
以
て
痛
撃
筆
誅
至
ら
ざ
る
所
な
し
。

実
に
氏
は
基
督
教
の
宗
教
道
徳
的
実
体
と
歴
史
的
実
体
と
の
区
別
を
な
し
、
福

音
書
の
批
評
を
試
み
て
今
日
の
福
音
書
批
評
学
の
基
礎
を
置
け
り
。
又
は
人
類

の
教
育
上
に
宗
教
的
教
育
の
成
功
あ
る
所
以
を
近
世
紀
の
学
者
輩
に
悟
ら
し
め

た
り
。
其
他
彼
は
拝
聖
書
論
者
を
嫌
忌
し
、
攻
撃
百
端
至
ら
ざ
る
所
な
く
、
彼

等
を
し
て
大
ひ
に
悟
る
所
あ
ら
し
め
た
り
。
実
に
氏
は
欧
州
精
神
的
百
般
の
事

業
の
上
に
亘
り
た
る
一
種
の
妄
想
的
妖
雲
を
排
除
し
、
茲
に
煌
々
た
る
真
理
の

天
光
を
輝
か
し
め
以
て
精
神
界
の
一
大
革
命
を
就
成
し
た
る
も
の
と
い
ふ
べ
き

な
り （

�）。

赤
司
は
レ
ッ
シ
ン
グ
が
「
宗
教
道
徳
的
実
体
と
歴
史
的
実
体
の
区
別
」
を
な
し
た

点
を
評
価
し
、
そ
の
延
長
線
上
に
「
今
日
の
福
音
書
批
評
学
」
を
見
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
「
精
神
界
の
一
大
革
命
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
赤
司
が
述
べ
て
い

る
キ
リ
ス
ト
教
の
観
念
を
歴
史
化
し
、
聖
書
を
は
じ
め
と
す
る
宗
教
書
に
対
す
る
批

評
を
試
み
た
の
が
、
普
及
福
音
教
会
の
思
想
で
あ
る
ド
イ
ツ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学

の
立
場
で
あ
っ
た
。
赤
司
は
レ
ッ
シ
ン
グ
の
宗
教
思
想
の
延
長
線
上
に
、
自
身
の
立

場
を
捉
え
て
い
た
と
い
え
る
。

�外
は
、
『
烈
真
具
』
「
題
言
」
に
お
い
て
、
「
今
の
我
国
の
宗
教
社
会
に
ハ
浮
屠

の
徒
、
浮
屠
の
徒
と
争
ひ
、
基
督
の
徒
、
基
督
の
徒
と
争
ふ
。
こ
れ
新
旧
お
の

�
�

小
派
を
立
て
ゝ
軋
轢
止
む
こ
と
な
か
り
し
独
逸
の
さ
ま
に
似
た
る
な
る
べ
し
。
我
宗

教
社
会
も
亦
た
実
に
一
の
レ
ツ
シ
ン
グ
を
待
て
り
。
こ
の
時
に
当
り
て
此
著
あ
り
。

独
逸
の
文
に
通
ず
る
も
の
誰
か
ま
た
こ
れ
を
快
と
せ
ざ
ら
む
。
わ
が
喜
ん
で
一
言
を

そ
の
首
に
題
す
る
も
の
ハ
是
を
以
て
の
み
」
と
記
し
、
本
書
の
価
値
は
我
国
の
宗
教

社
会
に
解
決
を
も
た
ら
す
存
在
と
し
て
レ
ッ
シ
ン
グ
を
評
価
す
る
点
に
あ
る
と
し
て

い
る
。
さ
ら
に
「
一
の
レ
ツ
シ
ン
グ
を
待
て
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
レ
ッ
シ
ン
グ
が

文
学
と
宗
教
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
が
、
今
こ
そ
日
本
で
も
期
待
さ
れ
て
い
る
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
見
偶
然
に
見
え
る

�外
と
赤
司
、
そ
し
て
リ
ー
ス
の
関
係
か
ら
は
、
日
本
近
代

に
お
い
て
神
話
を
い
か
に
処
理
す
る
か
と
い
う
共
通
の
問
題
意
識
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
自
由
基
督
教
の
持
つ
教
義
の
特
殊
性
と
も
無
関
係
で
は

な
い
。
以
下
、
普
及
福
音
教
会
と
は
日
本
近
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
宗
派
だ
っ
た

の
か
、
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
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三
、
聖
書
と
神
話
学

ド
イ
ツ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
は
、
日
本
に
は
「
独
逸
普
及
福
音
教
会
」
と
し

て
伝
来
し
た
。
明
治
一
八
年
、
普
及
福
音
教
会
の
母
体
と
な
っ
た
普
及
福
音
新
教
伝

道
会
（

A
llg

em
ein

er
E
v
a
n
g
elisch

-P
ro
testa

n
tisch

er
M
issio

n
sv

erein
）

か
ら
宣
教
師
シ
ュ
ピ
ン
ナ
ー
が
来
日
、
伝
道
を
開
始
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

独
逸
普
及
福
音
新
教
伝
道
会
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
社
団
と
し
て
明
治
一
七
年
、

ワ
イ
マ
ー
ル
で
結
成
さ
れ
た
。
設
立
者
の
一
人
で
あ
る
ス
イ
ス
の
牧
師
エ
ル
ン
ス
ト
・

ブ
ス
は
、
従
来
と
は
異
な
る
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
を
提
唱
し
、
そ
れ
を
世
界
に
伝
道

す
る
こ
と
を
唱
え
た
。
最
初
の
伝
道
地
と
し
て
シ
ュ
ピ
ン
ナ
ー
が
日
本
に
派
遣
さ
れ

た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
三
並
良
の
次
の
よ
う
な
証
言
が
あ
る
。

ス
（
論
者
注
、
シ
ュ
ピ
ン
ナ
ー
）
先
生
を
我
が
日
本
に
派
遣
し
た
ド
イ
ツ
及
び

シ
ユ
ワ
イ
ツ
協
会
の
伝
道
会
、
悉
し
く
云
ふ
と
普
及
福
音
新
教
伝
道
会

D
er

a
llg

em
ein

e
ev

a
n
g
elisch

-p
ro
testa

n
tisch

e
M
issio

n
sv

ere in
は
一
八

八
三
年
、
始
め
て
マ
イ
ン
河
畔
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
に
、
三
十
余
名
の
有
志

者
が
会
合
し
て
、
伝
道
の
主
義
、
方
針
を
審
議
し
、
又
日
本
、
印
度
、
支
那
を

伝
道
区
と
す
る
こ
と
を
も
審
議
決
定
し
た
。
此
の
と
き
既
に
ク
リ
ス
ト
教
信
徒

で
あ
つ
た
所
の
和
田
垣
博
士
は
伯
林
か
ら
急
行
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
会
議
に

乗
り
込
み
、
最
初
の
伝
道
地
を
、
我
が
日
本
に
決
定
せ
ん
こ
と
を
要
請
し
た
の

で
あ
る
。
文
献
の
徴
す
べ
き
は
な
い
が
云
は
ゞ
白
面
の
一
留
学
生
が
、
大
家
達

の
集
会
に
飛
び
込
ん
で
、
此
の
要
求
を
提
出
し
た
の
に
は
、
恐
ら
く
前
に
述
べ

た
リ
ツ
タ
ー
牧
師
や
、
青
木
公
使
の
後
援
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
ら
う （

�）。

明
治
一
五
年
伊
藤
博
文
の
ド
イ
ツ
派
遣
以
降
、
明
治
国
家
は
近
代
国
家
の
モ
デ
ル

を
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ド
イ
ツ
へ
と
転
換
し
、
学
問
の
み
な
ら
ず
文
化
に

対
し
て
も
積
極
的
な
受
容
を
お
こ
な
っ
た
。
明
治
一
四
年
、
ド
イ
ツ
語
と
ド
イ
ツ
学

の
推
進
を
目
的
と
し
た
「
独
逸
学
協
会
」
が
発
足
、
明
治
一
六
年
に
は
独
逸
学
協
会

学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
協
会
の
初
代
会
長
は
、
滞
独
経
験
の
あ
る
北
白
川
宮
能
久
親

王
で
あ
っ
た
。
以
降
、
ド
イ
ツ
学
、
ド
イ
ツ
語
の
研
究
が
進
む
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ

て
い
る
「
青
木
公
使
」
こ
と
青
木
周
蔵
は
協
会
学
校
の
設
立
、
運
営
に
も
関
わ
っ
た

人
物
で
あ
り
、
普
及
福
音
教
会
の
日
本
へ
の
布
教
を
積
極
的
に
要
請
し
た
と
さ
れ
る
。

普
及
福
音
教
会
の

特
徴
は
、
「
そ
も
そ
も

同
伝
道
会
は
、

自
ら
の
主
義
主

張
の
も

と
に
独
自
の
教
会
を
設
立
し
て
そ
の
信
徒
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
よ
り
は
、

む
し
ろ
既
存
の
諸
教
会
と
協
力
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
、
と
く
に
自
分
た
ち
の
福
音
理

解
を

広
く
「
異
文
化
世
界
」
の

中
に

浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
目

指
す （

�）」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
教
会
的
伝
統
を
持
た
な
い
日
本
文
化
に
お
い
て
も
容
易
に
受
け
入

れ
が
可
能
な
点
に
あ
っ
た
。
明
治
一
七
年
六
月
四
日
成
立
し
た
「
普
及
福
音
新
教
伝

道
会
会

則
」
に
は
、
「
本
会
の
目
的
は
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
の
文
化
を

非
キ
リ
ス
ト
教

的
民

族
の

中
に
、
こ
れ
ら
の
民

族
に
す
で
に
存

在
し
て
い
る
真

理
の
要

素
と
関

連
づ

け
て
広
め
る
こ
と
で
あ
る （

�）」
と
述
べ
ら
れ
、「

宗
教
の
書
は
、
唯
だ
聖
書
の
み
な
ら
ず
、

一
切
経
に
も
、
古
事
記
に
も
、
経
書
に
も
、
研
究
に
よ
つ
て
宗
教
価
値
を
認
む
る
も

の
で
あ
る （

�）」
と
唯
一
の
真
理
に
こ
だ
わ
ら
な
い
姿
勢
を
持
っ
て
い
た
。

普及福音教会と森�外「鎚一下」
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さ
ら
に
、
「
ド
イ
ツ
派
は
聖
書
を
非
常
に
尊
重
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
然
る
所
以

は
、
そ
の
内
容
価
値
に
あ
り
と
し
、
天
啓
説
を
取
ら
ず
、
縦
横
に
之
を
批
判
し
、
考

証
す
る （

�）」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
信
仰
の
対
象
で
あ
る
聖
書
は
科
学
的
批

判
の
対
象
で
も
あ
っ
た
。
「
聖
書
批
判
を
伴
っ
た
新
神
学 （

�）」
は
、
当
時
の
日
本
に
浸

透
し
つ
つ
あ
っ
た
英
米
系
の
キ
リ
ス
ト
教
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

立
場
は
「
異
端
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
一
方
、
大
き
な
影
響
を
同
時
代
に
与
え
た （

�）

の
で
あ
る
。

普
及
福
音
教
会
を
含
む
い
わ
ゆ
る
「
新
神
学
」
は
、
従
来
の
福
音
的
な
信
仰
の
対

象
を
否
定
し
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
聖
書
に
お
け
る
矛
盾
や
神
話
を
い
か
に
処
理
す

る
か
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
自
由
基
督
教
は
イ
エ
ス
を
神
と
は

み
な
さ
ず
、
人
間
と
し
て
の
イ
エ
ス
を
信
仰
の
対
象
と
し
た
。
す
で
に
日
本
に
導
入

さ
れ
て
い
た
進
化
論
や
科
学
思
想
を
踏
ま
え
、
原
罪
・
贖
罪
の
考
え
を
排
し
、
キ
リ

ス
ト
教
の
教
義
に
合
理
的
な
解
釈
を
与
え
よ
う
と
す
る
立
場
を
採
っ
た
。

赤
司
は
聖
書
に
矛
盾
が
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
を
理
由
に
「
聖
書
を
不

可
解
の
一
書
と
し
て
放
棄
す
る
も
の
、
失
望
す
る
も
の （

�）」
に
異
議
を
唱
え
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
聖
書
の
正
し
い
読
み
方
を
導
く
手
引
き
の
作
成
に
着
手
し
、
『
基
督
教

聖
典
』（
明
治
四
三
年
十
一
月
、
金
尾
文
淵
堂
）、『
耶
蘇
之
聖
訓
』（
明
治
四
三
年
一

二
月
、
博
文
館
）
を
出
版
す
る
。
『
基
督
教
聖
典
』
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
聖
書

は
我
々
に
と
っ
て
「
吾
人
日
常
の
生
活
は
云
ふ
を
待
た
ず
、
悲
哀
に
も
歓
楽
に
も
、

種
々
錯
雑
せ
る
境
に
在
り
て
も
、
適
当
な
る
教
訓
と
慰
籍
」
を
読
み
取
る
べ
き
も
の

で
あ
り
、
「
高
尚
な
る
宗
教
的
道
徳
心
を
養
ふ （

�）」
た
め
に
あ
る
も
の
だ
と
い
う
。
つ

ま
り
、
聖
書
は
正
し
さ
を
志
向
し
た
書
物
で
は
な
く
、
文
字
の
裏
面
に
あ
る
「
宗
教

的
道
徳
心
」
を
読
み
取
り
、
信
仰
を
深
め
る
た
め
に
読
ま
れ
る
べ
き
書
物
で
あ
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
赤
司
の
神
話
学
が
ギ
リ
シ
ヤ
・
ロ
ー
マ
神
話
を
中
心
に
扱
っ
て
い

る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
聖
書
の
理
解
と
関
連
づ
け
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
赤
司
の
神
話
学
へ
の
関
心
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
継
続
し
、
日
本
最
初
の
ギ
リ
シ

ヤ
・
ロ
ー
マ
神
話
の
研
究
書
『
神
話
梗
概
天
馬
』
を
出
版
後
、
さ
ら
に
神
話
や
古
伝

説
の
紹
介
、
訳
出
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

赤
司
の
捉
え
て
い
た

プ
ロ

テ
ス

タ
ン
ト
神
学
の
批

評
学
的
な
立
場
は
、
「
か
の
や

う
に
」
の
五
條
秀
麿
を
通
し
て
次
の
よ
う
に
正
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

原
来
学
問
を
し
た
も
の
に
は
、
宗
教
家
の
謂
ふ
「
信
仰
」
は
無
い
。
さ
う
云
ふ

人
、
即
ち
教
育
が
あ
つ
て
、
信
仰
の
な
い
人
に
、
単
に
神
を
尊
敬
し
ろ
、
福
音

を
尊

敬
し
ろ
と
云
つ
て
も
、
そ
れ
は
出
来
な
い
。
（
中

略
）
そ
こ
で
ド
イ
ツ
の

新
教
神
学
の
や
う
な
、
教
義
や
寺
院
の
歴
史
を
し
つ
か
り
調
べ
た
も
の
が
出
来

て
ゐ
る
と
、
教
育
の
あ
る
も
の
は
、
志
さ
へ
あ
れ
ば
、
専
門
家
の
綺
麗
に
洗
ひ

上
げ
た
、
滓
の
こ
び
り
付
い
て
ゐ
な
い
教
義
を
も
覗
い
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
れ
を
覗
い
て
見
る
と
、
信
仰
は
し
な
い
ま
で
も
、
宗
教
の
必
要
丈
は
認
め
る

よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
穏
健
な
思
想
家
が
出
来
る
。
ド
イ
ツ
に
は
か
う
云
ふ
立

脚
地
を
有
し
て
ゐ
る
人
の
数
が
な
か
な
か
多
い
。

秀
麿
は
こ
こ
で
「
教
義
や
寺
院
の
歴
史
を
し
つ
か
り
調
べ
た
も
の
」
が
あ
れ
ば
、

「
信
仰
は
し
な
い
ま
で
も
、
宗
教
の
必
要
丈
は
認
め
る
よ
う
に
」
な
り
、「

穏
健
な
思

想
家
」
が
生
ま
れ
る
と
「
ド
イ
ツ
の
新
教
神
学
」
の

役
割
を
捉
え
て
い
る
。
「
ド
イ

（7）144（ 7）
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ツ
の
新
教
神
学
」
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
秀
麿
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
の
か
。
次
節
で
は
、
「
ド
イ
ツ
の
新
教
神
学
」
を
手
が
か
り
に
秀
麿
と

い
う
人
物
の
造
型
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

四
、
五
條
秀
麿
の
造
型

五
條
秀
麿
を
主
人
公
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
秀
麿
も
の
」
は
、
単
行
本
『
か
の
や

う
に
』（
大
正
三
年
四
月
、
籾
山
書
店
）
に
収
録
さ
れ
た
「
か
の
や
う
に
」、「
吃
逆
」

（『
中
央
公
論
』
二
七

�五、
明
治
四
五
年
五
月
）、「
藤
棚
」（『
太
陽
』
一
八

�九、
明

治
四
五
年
六
月
）、「
鎚
一
下
」
の
四
作
品
の
一
般
的
な
総
称
で
あ
る （

�）。「
秀
麿
も
の
」

連
作
は
、
華
族
の
子
弟
と
し
て
生
ま
れ
、
ド
イ
ツ
に
留
学
経
験
の
あ
る
五
條
秀
麿
が
、

当
時
の
様
々
な
ド
イ
ツ
の
知
見
を
中
心
と
し
た
対
話
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
で
展
開
さ

れ
る
。
「
か
の
や
う
に
」
「
吃
逆
」
「
藤
棚
」
と
前
三
作
品
が
対
話
形
式
で
あ
り
、
秀

麿
の
考
え
が
相
対
化
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
鎚
一
下
」
は
全
編
を
通
し
て
秀
麿

の
思
索
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
秀
麿
が
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
捉
え
ら
れ

る
の
か
、
考
え
て
み
た
い
。

「
鎚
一
下
」
に
は
秀
麿
が
体
験
し
た
三
つ
の
新
橋
で
の
見
送
り
が
描
か
れ
る
。
ま

ず
着
目
し
た
い
の
は
、
第
一
の
見
送
り
で
あ
る
。
あ
る
高
貴
な
方
の
見
送
り
の
際
、

「
特
別
に
入
懇
に
せ
ら
れ
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
差
し
控
へ
て
ゐ
た
」「
己
」
に
対

し
、
「
己
よ
り
身
分
の
低
い
人
」
が
「
暇
乞
」
を
す
る
よ
う
囁
い
て
き
た
。
秀
麿
は

「
継
子
根
性
の
や
う
に
誤
解
せ
ら
れ
た
く
は
無
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
「
二
三
歩
進

み
出
た
」
も
の
の
、
「
或
る
団
体
の
或
る
階
級
の
服
装
を
し
て
ゐ
る
」
男
か
ら
「
右

の
肩
尖
に
手
を
掛
け
て
押
し
戻
」
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
秀
麿
は
「
修
養
」
の
足

ら
な
い
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

己
は
告
白
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
己
が
其
男
と
相
対
し
て
立
つ
て

ゐ
た
瞬
間
に
、
二
つ
の
概
念
が
己
の
写
象
の
前
を
掠
め
て
過
ぎ
た
事
で
あ
る
。

一
つ
は
「
城
鼠
社
狐
」
と
云
ふ
概
念
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
漢
文
で
書
い
た
歴
史

を
読
ま
せ
ら
れ
た
時
、
己
の
意
識
の
上
に
黏
り
附
い
た
套
語
か
ら
出
て
ゐ
る
。

今
一
つ
は
「
決
闘
」
と
い
ふ
概
念
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
西
洋
の
本
を
読
む
や
う

に
な
つ
た
後
に
己
の
受
け
た
印
象
か
ら
出
て
ゐ
る
。
勿
論
侮
辱
と
か
復
讐
と
か

云
ふ
こ
と
は
、
ど
の
国
に
も
あ
る
が
、
功
利
主
義
の
一
時
盛
ん
に
な
つ
た
頃
に

人
と
な
つ
た
己
は
、
洋
行
し
た
後
に
始
め
て

P
o
in
t
d
・h
o
n
n
eu

r
な
ど
と
云
ふ

も
の
に
支
配
せ
ら
れ
て
ゐ
る
社
会
を
、
目
の
あ
た
り
に
見
て
、
や
う
や
う
決
闘

と
云
ふ
も
の
を
自
分
の
身
辺
に
存
在
す
る
事
実
と
し
て
認
め
た
の
で
あ
る
。

秀
麿
は
自
身
の

名
誉
が

傷
つ
け
ら
れ
た
と

怒
り
を

感
じ
た
時
に
、
「
城
鼠
社
狐
」

と
「
決
闘
」
と
い
う
概
念
が
頭
に
浮
か
ん
だ
と
い
う
。「
城
鼠
社
狐
」
は
、「
漢
文
で

書
い
た
歴
史
を
読
ま
せ
ら
れ
た
時
」
と
あ
る
よ
う
に
、
幼
少
期
か
ら
の
素
養
と
し
て

「
意
識
の
上
に
黏
り
附
い
た
套
語
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
「
決
闘
」
は
、「
洋

行
し
た
後
に
始
め
て

P
o
in
t
d
・h
o
n
n
eu

r
な
ど
と
云
ふ
も
の
に
支
配
せ
ら
れ
て
ゐ

る
社
会
を
、
目
の
あ
た
り
に
見
て
、
や
う
や
う
決
闘
と
云
ふ
も
の
を
自
分
の
身
辺
に

存
在
す
る
事
実
と
し
て
認
め
た
」
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
、
幼
少
期
よ
り
身
に
着
け

た
素
養
と
は

異
な
る
概
念
で
あ
る
。
「
決
闘
」
と
は
、

両
者
の
間
に
解
決
し
が
た
い

普及福音教会と森�外「鎚一下」
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問
題
が
生
じ
た
り
、
名
誉
が
傷
つ
け
ら
れ
た
り
し
た
場
合
に
、
そ
の
解
決
の
た
め
に

決
め
ら
れ
た
方
法
、
場
所
に
お
い
て
命
を
懸
け
て
闘
う
こ
と
を
指
す
。
自
身
の
名
誉

を
回
復
す
る
た
め
に
生
命
を
懸
け
る
の
が
「
決
闘
」
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
が
現
実
に

死
ぬ
こ
と
も
あ
り
得
た
。
し
か
し
、
「
決
闘
の
最
大
の
目
的
は
、
恨
み
を
抱
く
相
手

や
意
見
の
相
容
れ
な
い
相
手
を
殺
す
こ
と
」
で
は
な
く
、
「
自
分
の
見
解
や
立
場
を

文
字
通
り
身
体
を
張
っ
て
死
守
す
る
こ
と （

�）」
で
あ
っ
た
。

潮
木
守
一 （

�）が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
大
学
で
は
学
生
は
一
般
市
民
と
は

異
な
る
特
殊
な
名
誉
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
「
決
闘
の
風
習
は
大
学
生
の
特
権
意
識

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た （

�）」
。
つ
ま
り
、
秀
麿
が
こ
の
見
送
り
の
場
面
で
、
あ
る
男

に
自
身
の
名
誉
が
傷
つ
け
ら
れ
た
と
感
じ
、
名
誉
回
復
の
た
め
に
浮
か
ん
だ
の
が
、

ド
イ
ツ
で
体
験
し
た
「
決
闘
」
と
い
う
概
念
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
決
闘
」

は
ド
イ
ツ
の
大
学
生
の
名
誉
を
守
る
た
め
に
許
さ
れ
た
特
権
で
あ
り
、
秀
麿
が
思
い

浮
か
べ
た
「
決
闘
」
も
こ
う
し
た
文
脈
の
中
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
秀
麿
は
、

世
紀
末
の
ド
イ
ツ
を
体
験
し
た
典
型
的
な
若
者
と
し
て
造
型
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
れ
は
、
秀
麿
の
学
問
の
受
容
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
か
の
や
う
に
」

に
は
、
秀
麿
の
体
験
し
た
世
紀
末
ド
イ
ツ
の
様
子
が
、
父
五
條
子
爵
へ
の
手
紙
を
通

し
て
描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
ベ
ル
リ
ン
に
三
年
ゐ
た
」
秀
麿
の
留
学
中
、「
エ

エ
リ
ヒ
・
シ
ユ
ミ
ツ
ト
総
長
の
下
に
、
大
学
の
三
百
年
祭
を
す
る
歳
に
当
つ
た
」
と

さ
れ
、
秀
麿
も
「
鍔
の
嵌
ま
つ
た
松
明
を
手
に
持
つ
て
、
松
明
行
列
の
仲
間
に
這
入

つ
て
、
ベ
ル
リ
ン
の
町
を
練
つ
て
歩
い
た
」
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る （

�）。
ベ
ル
リ
ン

大
学
（
王
立
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ベ
ル
リ
ン
大
学

D
ie

k� o
n
ig
lich

e

F
ried

rich
-W

ilh
elm

s-U
n
iv
ersit� a

t
zu

B
erlin

）
は
、
一
八
〇
九
年
、
プ
ロ
イ

セ
ン
国
王
で
あ
っ
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
三
世
の
命
を
受
け
た
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
初
代
学
長
に
は
フ
ィ
ヒ

テ
が
就
任
し
、
新
人
文
主
義
に
よ
っ
て
啓
発
さ
れ
た
哲
学
・
文
献
学
の
中
心
と
な
っ

た
。
秀
麿
は
大
学
で
の
学
問
に
つ
い
て
「
精
し
く
子
爵
の
所
へ
知
ら
せ
て
よ
こ
し
」

て
い
る
が
、
「
そ
の
中
に
は
イ
タ
リ
ア
復
興
時
代
だ
と
か
、
宗
教
革
新
の
起
源
だ
と

か
云
ふ
や
う
な
、
歴
史
そ
の
物
の
講
義
と
、
史
的
研
究
の
原
理
と
云
ふ
や
う
な
、
抽

象
的
な
史
学
の
講
義
が
あ
る
か
と
思
ふ
と
、
民
族
心
理
学
や
ら
神
話
成
立
や
ら
が
あ

る
。
プ
ラ
グ
マ
チ
ス
ム
ス
の
哲
学
史
上
の
地
位
と
云
ふ
の
が
あ
る
。
或
る
助
教
授
の

受
け
持
つ
て
ゐ
る
フ
リ
イ
ド
リ
ヒ
・
ヘ
ツ
ベ
ル
と
云
ふ
文
芸
史
方
面
の
も
の
が
あ
る
。

ず
つ
と
飛
び
離
れ
て
、
神
学
科
の
寺
院
史
や
教
義
史
が
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
五

條
子
爵
が
「
随
分
雑
駁
な
学
問
の
し
や
う
を
し
て
ゐ
る
ら
し
い
」
と
感
じ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
子
爵
に
は
「
雑
駁
な
学
問
」
に
し
か
見
え
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の

学
問
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
観
念
を
歴
史
化
し
、
歴
史
と
信
仰
の
問
題
を
主
題
と
す
る

点
に
お
い
て
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
は
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
っ

て
い
た （

�）。

そ
う
し
た
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
典
型
的
な
学
問
を
受
容
し
た
秀
麿
が
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク

の
「
新
教
神
学
」
に
ド
イ
ツ
の
「
宗
教
上
の
、
し
つ
か
り
し
た
基
礎
」
を
見
る
の
は

あ
る
意
味
当
然
と
も
考
え
ら
れ
る
。
秀
麿
は
、
ド
イ
ツ
の
政
情
に
つ
い
て
「
全
く
宗

教
を
異
に
し
て
ゐ
る
北
と
南
と
を
擣
き
く
る
め
て
、
人
心
の
帰
嚮
を
繰
つ
て
行
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
と
分
析
し
、
そ
の
よ
う
な
「
宗
教
上
の
、
し
つ
か
り
し
た
基
礎
」

が
ハ
ル
ナ
ッ
ク
に
代
表
さ
れ
る
「
新
教
神
学
」
に
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
し
か
も
ハ

ル
ナ
ッ
ク
が
「
少
し
で
も
政
治
の
都
合
の
好
い
や
う
に
、
神
学
上
の
意
見
を
曲
げ
て

（9）142（ 9）
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ゐ
る
か
と
云
ふ
に
、
そ
ん
な
事
は
し
て
ゐ
な
い
。
君
主
も
そ
ん
な
事
を
さ
せ
よ
う
と

は
し
て
ゐ
な
い
」
点
を
評
価
し
、
「
そ
こ
に
ド
イ
ツ
の
強
み
が
あ
る
」
と
五
條
子
爵

に
報
告
し
て
い
る
。
秀
麿
の
ハ
ル
ナ
ッ
ク
へ
の
関
心
は
、
「
ど
ん
な
哲
学
者
も
、
近

世
に
な
つ
て
は
大
抵
世
界
を
相
待
に
見
て
、
絶
待
の
存
在
し
な
い
こ
と
を
認
め
て
は

ゐ
る
が
、
そ
れ
で
も
絶
待
が
あ
る
か
の
や
う
に
考
へ
て
ゐ
る
。
宗
教
で
も
、
も
う
大

ぶ
古
く
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ツ
ヘ
ル
が
神
を
父
で
あ
る
か
の
や
う
に
考
へ
る
と
云
つ
て

ゐ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
近
代
的
な
合
理
解
釈
で
否
定
さ
れ
た
神
の
存
在
を
い
か
に

維
持
し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
い
る
。

「
か
の
や
う
に
」
で
は
歴
史
と
神
話
の
問
題
の
打
開
案
と
し
て
、
秀
麿
が
ハ
ン
ス
・

フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
『
か
の
や
う
に
の
哲
学
』
（
D
ie

P
h
ilo

so
p
h
ie

A
ls

O
b
、
一
九

一
一
年
）
を
持
ち
出
す
が
、
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
は
次
の
指
摘
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
思

想
史
に
お
い
て
は
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
「
批
判
的
歴
史
主
義
」
の
延
長
に
位
置
付
け
ら
れ

る
。

ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
、
批
判
的
歴
史
主
義
に
よ
っ
て
、
非
神
話
化
の
途
を
進
ん
だ
。

し
か
し
神
を
合
理
主
義
の
最
高
の
形
態
と
解
釈
せ
ず
、
自
然
を
汎
神
論
的
に
非

合
理
な
力
と
し
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
人
び
と
は
、
そ
れ
に
対
抗
し
た
。
彼
ら

は
キ
リ
ス
ト
教
や
あ
ら
ゆ
る
宗
教
の
現
実
を
た
だ
事
実
の
上
で
信
じ
ら
れ
て
来

た
生
き
た
神
話
と
し
て
考
え
る
。
（
中
略
）
こ
う
し
て
、
こ
の
思
考
は
当
時
若

い
世
代
に
流
行
し
た
ハ
ン
ス
・
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
「
か
の
よ
う
に

ア
ル
ス
・
オ
プ

」
の
思
想

と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る （

�）。

秀
麿
が
語
る
ハ
ル
ナ
ッ
ク
、
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
理
解
は
き
わ
め
て
一
般
的
な
も
の

で
あ
り
、
そ
こ
に
独
自
の
解
釈
は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
秀
麿
の
発
想
の
基
盤
は
、

当
時
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
学
ん
だ
「
新
教
神
学
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。
そ
れ
は
「
洋
行
し
て
帰
つ
て
か
ら
、
大
分
月
日
が
立
つ
た
」
と
さ
れ
る
「
鎚
一

下
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
そ
の
発
想
に
は
ド
イ
ツ
の
思
想
が
色
濃
く
反
映
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
秀
麿
を
そ
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
捉
え
た
場
合
、

「
鎚
一
下
」
は
ど
の
よ
う
な
物
語
と
し
て
読
む
こ
と
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

五
、
Ｈ
君
と
キ
リ
ス
ト
教
的
慈
善

「
鎚
一
下
」
に
描
か
れ
る
第
三
の
見
送
り
は
、「
己
は
け
ふ
新
橋
で
初
対
面
を
し
て
、

其
儘
別
れ
た
」
と
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
Ｈ
君
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

秀
麿
は
「
心
易
い
牛
込
の
男
爵
」
を
通
し
て
Ｈ
君
を
知
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
人

物
像
は
「
己
」
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

話
は
か
う
で
あ
る
。
長
門
国
に
秋
吉
と
云
ふ
所
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
大
理
石
が

出
る
。
併
し
そ
の
採
掘
は
利
益
が
少
い
の
で
、
企
業
家
が
手
を
著
け
て
も
持
続

し
て
行
く
こ
と
が
出
来
な
い
。
Ｈ
は
現
に
そ
れ
を
採
掘
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ

れ
を
採
掘
す
る
の
に
、
尋
常
の
企
業
の
や
う
に
、
労
働
者
を
使
つ
て
ゐ
る
の
で

は
無
い
。
Ｈ
は
多
く
の
不
遇
の
青
年
を
諸
方
か
ら
集
め
て
、
基
督
教
の
精
神
を

以
て
、
同
胞
と
し
て
彼
等
を
待
遇
し
て
、
自
分
も
一
し
よ
に
な
つ
て
労
働
し
て

ゐ
る
。

普及福音教会と森�外「鎚一下」
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キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
Ｈ
君
は
、
長
門
国
の
秋
吉
で
大
理
石
を
採
掘
す
る
事
業
を

し
て
い
る
が
、
秀
麿
が
特
筆
す
る
の
は
「
多
く
の
不
遇
の
青
年
」
を
「
同
胞
」
と
み

な
し
、
共
に
労
働
に
励
む
と
い
う
そ
の
慈
善
的
な
生
き
様
で
あ
る
。
こ
こ
で
Ｈ
君
の

信
奉
す
る
キ
リ
ス
ト
教
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
モ
デ
ル
が
本
間
俊
平

で
あ
る
こ
と
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る （

�）。
「
本
間
俊
平
年
譜 （

�）」
に
よ
る
と
受
洗
は
明

治
三
十
年
、
本
間
が
二
十
四
歳
の
時
に
霊
南
坂
教
会
に
お
い
て
牧
師
留
岡
幸
助
よ
り

な
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
留
岡
幸
助
は
、
日
本
の
社
会
福
祉
の
先
駆
け
と
な
っ
た
人
物

の
一
人
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
い
た
感
化
院
（
家
庭
学
校
）
の
設
立
に
奔
走

し
た
。
本
間
の
慈
善
的
な
生
き
様
は
、
留
岡
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
お
り
、
「
俊

平
の
生
き
方
に
は

�労働
す
る

�こ
と
が
「
人
間
が
神
の
人
格
に
達
す
る
段
階
で
あ

り
、
手
段
で
あ
る
」
（
「
如
何
に
し
て
善
人
と
な
る
か
」
）
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
そ

れ
故
に
「
宗
教
も
労
働
を
伴
は
ざ
る
も
の
は
偽
宗
教
で
あ
る
」（
同
）
と
言
い
切
る （

�）」

と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
考
え
は
、
明
治
の
キ
リ
ス
ト
教
全
般
に
通
じ
る
も
の
で
も
あ
っ

た
こ
と
は
次
の
小
塩
力
の
証
言
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
く
に
明
治
の
キ
リ
ス
ト
教
が
「
社
会
事
業
」
を
さ
か
ん
に
や
ろ
う
と
し
た
こ

と
は
、
特
記
し
て
も
よ
い
と
思
う
の
で
す
。
今
日
の
よ
う
な
社
会
科
学
的
な
洞

察
は
、
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
社
会
改
良
的
な
や
り
方
と
い
う

か
、
慈
善
事
業
と
い
う
意
識
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
今
日
そ
の
制
限
を

知
っ
て
、
こ
れ
を
愚
か
と
み
な
す
人
が
あ
っ
て
も
、
歴
史
的
に
は
意
味
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す （

�）。

こ
こ
で
小
塩
は
明
治
の
慈
善
事
業
の
例
と
し
て
、
原
胤
昭
の
刑
余
者
保
護
、
石
井

十
次
の
岡
山
孤
児
院
、
留
岡
幸
助
の
不
良
少
年
教
育
、
救
世
軍
や
婦
人
矯
風
会
の
廃

娼
運
動
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
が
、
先
駆
的
に
慈
善
事
業
を
始
め
た
人
々
の
多
く
が
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る （

�）。
普
及
福
音
教

会
に
お
い
て
も
、
早
い
段
階
か
ら
「
愛
隣
行
為
」
は
推
奨
さ
れ
て
い
た
。
三
並
に
よ

る
と
「
今
日
で
は
社
会
事
業
も
大
に
進
歩
し
、
大
新
聞
社
で
も
、
年
末
な
ど
に
は
病

者
貧
者
の
救
助
を
行
つ
て
居
る
。
併
し
あ
の
明
治
二
十
年
代
に
は
ま
だ
何
も
な
か
つ

た
。
ス
ピ
ン
ナ
ー
先
生
は
盆
暮
に
な
る
と
、
我
々
に
ほ
ん
と
う
に
病
気
な
ど
で
働
に

出
ら
れ
な
い
で
、

困
窮
し
て
居
る

気
の

毒
な
人
を

探
し
て

来
い
と

命
ぜ
ら
れ
た （

	）」

と
述
べ
て
お
り
、
社
会
事
業
が
ま
だ
盛
ん
で
な
か
っ
た
頃
か
ら
、
シ
ュ
ピ
ン
ナ
ー
の

命
に
よ
り
様
々
な
慈
善
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

Ｈ
君
の
秋
吉
で
の
採
掘
事
業
も
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
慈
善
事
業
と
し
て
こ
の

一
連
の
流
れ
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
秀
麿
の
関
心
を
引
い
た
の

は
「
其
事
で
は
な
く
て
其
人
で
あ
る
」。
多
く
の
不
遇
の
青
年
を
集
め
、「
さ
う
云
ふ

青
年
が
寄
り
合
つ
て
出
来
た
集
団
の
中
央
に
、
幾
年
の
久
し
い
間
身
を
置
い
て
、
そ

の
一
人
一
人
に
人
間
と
し
て
の
醒
覚
を
与
へ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
Ｈ
君
の
生
活
は
、
実

に
驚
く
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
」
と
あ
る
よ
う
に
、
秀
麿
は
Ｈ
君
の
生
活
と
い
っ
た

個
人
に

対
す
る

関
心
を

深
め
て
い
く
。
そ
の

際
秀
麿
が
思
い

出
し
た
の
が
、
「
な
ん

と
か

云
ふ

ド
イ

ツ
の

女
の

詩
」
で
あ
り
、
「

鎚
の
一

下
を

以
て
日
々
の
業
を
始
む
」

と
い
う
一
節
で
あ
る
。
秀
麿
は
こ
の
詩
に
Ｈ
君
の
生
活
を
な
ぞ
ら
え
「
Ｈ
君
夫
婦
は

そ
の
鎚
の
一
下
を
以
て
日
々
の
業
を
始
め
て
ゐ
る
」
と
礼
讃
す
る
。

こ
こ
で
の
「

鎚
の
一

下
」
と
は

フ
リ
ー

ダ
・

シ
ャ
ン

ツ
「

M
it

ein
em
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H
a
m
m
ersch

la
g
」
の
一
節
に
基
づ
い
て
い
る （

�）。
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

実
際
の
「

M
it

ein
em

H
a
m
m
ersch

la
g
」
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
「
「
あ
く
せ

く
と
、
躊
躇
い
が
ち
に
、
弱
い
糸
を
紡
が
ね
ば
な
ら
な
い
」
女
性
が
、
「
力
」
と

「
勇
気
と
剛
毅
さ
」
を
も
っ
て
「
鎚
の
一
下
で
以
て
日
々
の
仕
事
を
始
め
る
」
と
こ

ろ
の
「
粗
野
な
職
工
」
に
対
し
て
持
つ
羨
望
の
念 （

�）」
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
通
常

「
鎚
の
一
下
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
「
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
禁
欲
的
職
業

倫
理
」
で
も
っ
て
孜
々
と
し
て
労
働
に
勤
し
む
マ
イ
ス
タ
ー
に
対
す
る
讃
歌
の
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
う （

�）」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
Ｈ
君
を
本
来
の
姿
と
は
か
け
離
れ
た

労
働
者
と
し
て
礼
讃
す
る
秀
麿
の
姿
が
読
ま
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
文
脈
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
「
鎚
の
一
下
」
に
な
ぞ
ら
え

た
Ｈ
君
礼
讃
は
、
労
働
者
に
対
す
る
も
の
と
は
異
な
っ
た
意
味
に
も
見
え
て
く
る
。

秀
麿
は
「
本
国
の
歴
史
」
を
書
く
た
め
に
は
、
「
神
話
と
歴
史
と
の
限
界
を
は
つ
き

り
さ
せ
ず
に
は
手
が
著
け
ら
れ
な
い
」
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
が
ら
も
「
矢
張
企
て

た
著
述
に
手
を
着
け
な
い
で
」
い
る
。
友
人
綾
小
路
の
「
突
貫
し
て
行
く
積
り
で
、

な
ぜ
遣
ら
な
い
」
と
い
う
問
い
か
け
に
対
し
て
も
、
「
父
と
妥
協
し
て
遣
る
望
」
を

捨
て
切
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
停
滞
し
た
秀
麿
の
状
態
は
、
こ
の
詩
に
お
け
る

「
あ
く
せ
く
と
、
躊
躇
い
が
ち
に
、
弱
い
糸
を
紡
が
ね
ば
な
ら
な
い
」
女
性
に
重
ね

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
信
仰
の
問
題
に
た
め
ら
う
こ
と
な
く
、
神
を
信

じ
慈
善
事
業
に
勤
し
む
Ｈ
君
は
、
停
滞
し
て
い
る
秀
麿
か
ら
見
て
「
鎚
の
一
下
」
で

「
日
々
の
業
」
を
始
め
る
こ
と
の
で
き
る
存
在
で
あ
り
、
直
接
的
に
行
動
し
て
い
る

と
い
う
点
に
お
い
て
秀
麿
と
は
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
糸
を
紡
ぐ
女
が
粗
野
な

労
働
者
に
憧
れ
た
よ
う
に
、
Ｈ
君
の
行
動
は
秀
麿
の
憧
れ
、
羨
望
の
対
象
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
秀
麿
は
Ｈ
君
に
自
身
の
理
想
を
反
映
さ
せ
、
例
え
ば
次
の
引
用
の
よ
う

に
神
格
化
し
て
い
く
。

己
は
こ
れ
ま
で
の
通
信
の
結
果
と
し
て
、
Ｈ
君
が
財
産
を
作
つ
て
ゐ
な
い
こ
と

を
推
察
し
て
ゐ
る
。
（
中
略
）
さ
う
し
て
み
る
と
Ｈ
君
は
財
産
を
作
つ
て
ゐ
る

筈
が
無
い
の
で
あ
る
。
併
し
己
は
考
へ
た
。
Ｈ
君
は
兎
に
角
全
国
の
官
業
民
業

の
大
会
社
と
取
引
を
し
て
、
外
国
へ
も
石
材
を
輸
出
し
て
ゐ
る
大
工
場
の
主
人

で
あ
る
か
ら
、
縦
ひ
苦
痛
を
忍
ん
で
で
も
体
面
を
取
り
繕
つ
て
、
一
等
客
と
し

て
旅
行
し
は
す
ま
い
か
。
い
や
い
や
。
Ｈ
君
の
人
物
を
思
へ
ば
、
ど
う
も
さ
う

で
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
平
気
で
三
等
客
と
し
て
旅
行
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

己
は
か
う
思
つ
て
先
づ
三
等
の
待
合
室
を
物
色
し
た
。

財
産
を
持
た
な
い
、
精
錬
潔
癖
な
人
物
と
し
て
Ｈ
君
を
作
り
上
げ
て
い
る
の
は
秀

麿
自
身
で
あ
る
。
秀
麿
は
Ｈ
君
を
自
身
の
停
滞
し
た
著
述
を
打
開
す
る
人
物
と
し
て

見
出
し
、
Ｈ
君
の
よ
う
な
利
他
的
人
物
の
「
生
活
を
書
か
う
」
と
考
え
る
。
し
か
し
、

秀
麿
も
の
を
通
し
て
秀
麿
が

何
か
を

解
決
す
る
こ
と
は
な
く
、
「
Ｈ
君
の

生
活
」
も

結
局
書
か
れ
な
い
ま
ま
終
わ
る
。
秀
麿
も
の
に
お
い
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
は
結

局
答
え
に
は
な
り
え
ず
、
む
し
ろ
秀
麿
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
に
影
響
さ
れ
た
典

型
的
な
青
年
と
し
て
相
対
化
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

以
上
、
普
及
福
音
教
会
の
自
由
基
督
教
を
手
が
か
り
に
、
秀
麿
も
の
に
ド
イ
ツ
由

来
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
の
知
見
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
き

た
。
秀
麿
は
「
本
国
の
歴
史
」
を
書
く
た
め
に
は
、
「
神
話
と
歴
史
と
の
限
界
を
は

普及福音教会と森�外「鎚一下」
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つ
き
り
さ
せ
ず
に
は
手
が
著
け
ら
れ
な
い
」
こ
と
に
気
づ
き
、
「
寧
ろ
先
づ
神
話
の

結
成
を
学
問
上
に
綺
麗
に
洗
ひ
上
げ
て
、
そ
れ
に
伴
ふ
信
仰
を
、
教
義
史
体
に
は
つ

き
り
書
き
、
そ
の
信
仰
を
司
祭
的
に
取
り
扱
つ
た
機
関
を
寺
院
史
体
に
は
つ
き
り
書

く
方
が
好
さ
さ
う
だ
」
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
考
え
は
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
留
学

中
に
強
く
関
心
を
持
っ
た
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
「
新
教
神
学
」
が
ド
イ
ツ
国
家
に
も
た
ら

し
た
成
果
を
踏
ま
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
日
本
に
お
い
て
は
「
そ
れ
を

敢
て
す
る
事
、
そ
の
目
に
見
え
て
ゐ
る
物
を
手
に
取
る
事
を
、
ど
う
し
て
も
周
囲
の

事
情
が
許
し
さ
う
に
な
い
と
云
ふ
認
識
」
も
持
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
停
滞
し
た
認

識
が
繰
り
返
さ
れ
る
秀
麿
も
の
は
、
日
本
独
自
の
近
代
の
歪
み
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ

の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
の
論
理
を
用
い
な
が
ら
、
秀
麿
が
思
索
を
重
ね
て
い
く
思

考
実
験
的
な
作
品
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

秀
麿
の
「
神
話
と
歴
史
と
の
限
界
を
は
つ
き
り
さ
せ
ず
に
は
手
が
著
け
ら
れ
な
い
」

と
い
う
認
識
は
、
近
代
に
お
い
て
信
仰
や
歴
史
叙
述
に
携
わ
る
人
々
の
多
く
に
共
有

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。「
科
学
的
神
学
の
教
義
上
の
理
解
を
分
か
ち
持
っ

て
い
る
」
こ
と
を
理
由
に
自
由
基
督
教
に
改
宗
し
た
リ
ー
ス
も
ま
た
、
普
及
福
音
教

会
の
立
場
に
科
学
と
信
仰
を
巡
る
ジ
レ
ン
マ
に
対
す
る
一
定
の
答
え
が
見
出
せ
る
と

信
じ
、
改
宗
と
い
う
決
断
を
し
た
一
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
自
由
基

督
教
に
出
会
い
、
聖
書
に
お
け
る
神
話
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
赤
司
繁
太
郎

も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
赤
司
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
の
論
理
を
武
器
に
、
神
話
の

研
究
を
続
け
て
い
く
が
、
赤
司
に
と
っ
て
自
由
基
督
教
を
は
じ
め
と
す
る
「
新
神
学
」

は
、
リ
ー
ス
と
同
様
に
、
歴
史
と
神
話
の
問
題
に
解
決
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
見

え
て
い
た
に
違
い
な
い
。

見
て
き
た
よ
う
に
、
秀
麿
も
の
に
お
い
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
は
、
近
代
の
歪

み
に
解
決
を
も
た
ら
す
答
え
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
だ
が
、
秀
麿
は
「
Ｈ
君
の
生

活
を
書
か
う
と
思
ひ
立
つ
た
己
の
望
は
何
時
遂
げ
ら
れ
る
か
知
れ
な
い
」
と
述
べ
、

「
書
く
」
こ
と
を
放
棄
し
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
、
書
こ
う
と
思
い
続
け
る
不
断
の

努
力
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
う
し
た
姿
に
、
秀
麿
を
造
型
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
思
考
を
進
め
、
一
方
で
史
伝
に
着
手
す
る
こ
と
で
自
身
の
歴
史
叙
述

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
た

�外
の
姿
を
重
ね
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

（

1）
西
川
洋
一
「
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
所
蔵
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
書
簡
に
つ
い
て
」

（
『
国
家
学
会
雑
誌
』
一
一
五

�三
・

四
、

二
〇

〇
二

年
四

月
）
に
よ
る
。
本
論
は
、
ベ

ル
リ
ン
国
立
図
書
館
写
本
部
所
蔵
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
書
簡
の
一
部
を
史
料
紹

介
と
し
て
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
拙
論
に
お
け
る
リ
ー
ス
の
改
宗
を
巡
る
言
説
は
本

論
文
の
翻
訳
に
拠
っ
て
い
る
。

（

2）
前
掲
、
西
川
洋
一
「
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
所
蔵
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
書
簡
に

つ
い
て
」

（

3）
ク

ラ
ウ
ス
・
ク

ラ
ハ
ト
、

克
美
・
タ
テ

ノ

�ク
ラ
ハ
ト
『

�外
の

降
誕
祭

森
家

を
め

ぐ
る

年
代

記
』
（

平
成

二
四

年
一

二
月
、

Ｎ
Ｔ

Ｔ
出

版
）
に
は
「

シ
ュ

ピ
ン
ナ
ー

と
林
太
郎
は
、
の
ち
に
「
寛
容
」
に
関
す
る
レ
ッ
シ
ン
グ
の
理
解
に
つ
い
て
の
感
心
を

共
有
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
指

摘
が
あ
る
。
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（
4）

抄
訳
と
し
て
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
リ
ー
ス
著
、
原
潔
・
永
岡
敦
訳
『
ド
イ
ツ
歴
史
学

者
の
天
皇
国
家
観
』
昭
和
六
三
年
六
月
、
新
人
物
往
来
社
）
が
あ
る
。

（

5）
前
掲
、
西
川
洋
一
「
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
所
蔵
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
リ
ー
ス
書
簡
に

つ
い
て
」

（

6）
丸
山
通
一
「
僕
の
思
出
」
（
三
並
良
『
日
本
に
於
け
る
自
由
基
督
教
と
其
先
駆
者
』

昭
和
一
〇
年
九
月
、
文
章
院
出
版
部
）
に
よ
る
と
、
「
ス
ピ
ン
ネ
ル
先
生
時
代
の
ゾ
ー

ル
・
オ
リ
エ
ン
ス
会
を
公
開
学
術
講
談
会
で
あ
つ
た
、
と
伝
へ
て
ゐ
る
の
は
、
前
後
を

転
倒
し
た
時
代
錯
誤
説
で
あ
る
。
ゾ
ー
ル
、
オ
リ
エ
ン
ス
会
が
公
開
学
術
講
談
会
の
名

称
と
な
つ
た
の
は
ス
ピ
ン
ネ
ル
先
生
が
去
つ
た
後
、
即
ち
ゾ
ー
ル
、
オ
リ
エ
ン
ス
会
が

一
度
消
滅
し
て
後
の
事
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
証
言
か
ら
も
、
リ
ー
ス

が
出
入
り
し
て
い
た
の
は
「
ゾ
ー
ル
・
オ
リ
エ
ン
ス
会
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（

7）
前
掲
、
丸
山
通
一
「
僕
の
思
出
」

（

8）
「
例
言
」
に
は
「
予
ハ
レ
ッ
シ
ン
グ
氏
の
伝
記
を
編
す
る
に

E
n
cy

clp
ed

ia

B
rita

n
n
ica
・
「
柵
草
紙
」

N
a
th

a
n
th

e
W

ise
の
書
を
参
考
し
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

（

9）
赤
司
繁
雄
『
自
由
基
督
教
の
運
動

赤
司
繁
太
郎
の
生
涯
と
そ
の
周
辺
』
（
平
成

七
年
八
月
、
朝
日
書
林
）

（

10）
赤
司
繁
太
郎
、
石
田
元
季
『
神
話
梗
概
天
馬
』（
明
治
三
五
年
四
月
、
岡
崎
屋
書
店
）

（

11）
赤
司
繁
太
郎
「
レ
ッ
シ
ン
グ
氏
の
宗
教
意
見
」（『
烈
真
具
』
明
治
二
五
年
三
月
、
東

京
一
二
三
館
）

（

12）
前
掲
、
三
並
良
『
日
本
に
於
け
る
自
由
基
督
教
と
其
先
駆
者
』

（

13）
鵜
沼
裕
子
「
普
及
福
音
新
教
伝
道
会
と
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
」
（
日
本
に
お
け
る
ド

イ
ツ
宣
教
史
研
究
会
編
『
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ

ド
イ
ツ
宣
教
史
百
二
十
五
年
』

平
成
二
二
年
五
月
、
新
教
出
版
会
）

（

14）
Ｈ
・
Ｅ
・
ハ
ー
マ
ー
編
『
明
治
キ
リ
ス
ト
教
の
一
断
面

宣
教
師
シ
ュ
ピ
ン
ナ
ー

の
『
滞
日
日
記
』』（
平
成
一
〇
年
一
月
、
教
文
館
）

（

15）
前
掲
、
三
並
良
『
日
本
に
於
け
る
自
由
基
督
教
と
其
先
駆
者
』

（

16）
前
掲
、
三
並
良
『
日
本
に
於
け
る
自
由
基
督
教
と
其
先
駆
者
』

（

17）
久
山
康
編
『
近
代
日
本
と
キ
リ
ス
ト
教

明
治
篇
』
（
昭
和
三
一
年
四
月
、
創
文

社
）
中
、
隅
谷
三
喜
男
の
証
言
。

（

18）
例
え
ば
「
い
わ
ゆ
る
新
神
学
が
導
入
さ
れ
て
、
教
会
的
伝
統
と
神
学
的
素
養
を
持
た

な
か

っ
た
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
は
一

大
動

揺
を

受
け
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
」
（
隅

谷
三
喜
男
『
近
代
日
本
の
形
成
と
キ
リ
ス
ト
教
』
平
成
十
年
八
月
、
新
教
出
版
社
）
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（

19）
『
基
督
教
聖
典
』（
明
治
四
三
年
一
一
月
、
金
尾
文
淵
堂
）

（

20）
淡
月
居
士
「
偶
感（
一
）」（『

自
由
基
督
教
』
七
、
明
治
二
五
年
三
月
）

（

21）

�外
自
身
が
山
田
珠
樹
宛
書
簡
（
大
正
七
年
十
二
月
十
七
日
）
に
お
い
て
「
吃
逆
以

下
ハ
、
前
ニ
ワ
イ
ヒ
ン
ゲ
ル
ヲ
取
リ
シ
如
ク
当
時
読
ミ
居
リ
シ
オ
イ
ケ
ン
ヲ
使
ヒ
候
。

但
シ
鎚
一
下
ダ
ケ
ハ
書
キ
シ
月
日
ニ
モ
距
離
ア
リ
、
例
外
ニ
候
。
吃
逆
ハ
殆
ド
模
倣
ニ

近
キ
写
生
ニ
シ
テ
、
芸
者
一
人
々
々
皆
実
在
シ
、
対
話
マ
デ
哲
学
問
題
ノ
外
ハ
ア
リ
ノ

マ
ゝ

ニ
候
」
と
述
べ
て
い
る
よ

う
に
、
「

鎚
一

下
」
は

秀
麿
も
の
と
し
て
は
「
例

外
」

で
あ
る
と
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
た

め
、
「

鎚
一

下
」
を

論
じ
る

際
に
は
、
は
た
し
て

秀

麿
も
の
と
し
て
読
む
こ
と
が
可
能
な
の
か
と
い
う
問
い
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
磯

貝
英
夫
「
五
条
秀
麿
お
ぼ
え
が
き
」（『

森

�外
明
治
二
十
年
代
を
中
心
に
』
昭
和

五
四
年
一
二
月
、
明
治
書
院
）、

河
野
至
恩
「
伝
記
的
ス
ケ
ッ
チ
と
し
て
の
「
鎚
一
下
」

（『

�外
』
六
九
、
平
成
一
三
年
七
月
）
な
ど
。

（

22）
森
田

直
子
「
近
代
ド
イ
ツ
の
「

決
闘

試
合
」

外
国
人
観

察
者
の

ま
な

ざ
し
」

（『
立
正
大
学
文
学
部
論
叢
』
一
三
七
、
平
成
二
六
年
三
月
）

（

23）
潮

木
守
一
『
ド
イ
ツ
の

大
学

文
化
史
的
考

察
』
（
平
成
四
年
四
月
、
講
談
社
学
術

文
庫
）

（

24）

�外
も

ミ
ュ
ン

ヘ
ン
滞

在
時
に
「

決
闘
」
を
見
に
出
か
け
て
お
り
、
『

独
逸
日
記
』

（
明
治
十
九
年
五
月
二
二
日
）
に
詳
細
な
「
決
闘
」
の
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
。「

今
日

ヘ
ル
リ
イ

ゲ
ル
ス
グ

ロ
イ
ト

H
elrieg

elsg
reu

th
の

村
酒
店
を

借
り
て
学
生
の

決
闘

を
行
ふ
。
盍
ぞ
往
い
て
観
ざ
る
と
。
余
喜
び
て
諾
す
。」

（

25）
こ
こ
で
「
三
百
年
祭
」
と
描
か
れ
て
い
る
の
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
実
際
開
か

れ
た
の
は
明
治
四
三
年
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
百
年
祭
で
あ
る
『
椋
鳥
通
信
』
一
九
一
〇
年

十
月
十
二
日
に
は
「
十
月
十
日
の
晩
か
ら
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
百
年
祭
が
始
ま
っ
た
。
先

ず
寺
院
で
礼
拝
が
あ
っ
て
、
そ
の
あ
と
で
三
千
人
の
学
生
が
松
明
行
列
を
し
た
。
日
本

普及福音教会と森�外「鎚一下」
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学
生
が
交
っ
て
い
る
の
に
、
見
物
人
が
い
た
ず
ら
を
し
た
。
雨
が
降
り
出
し
た
の
を
、

皆
平
気
で
や
っ
て
い
た
。
」
（
『
椋
鳥
通
信

中
』
平
成
二
七
年
二
月
、
岩
波
文
庫
）
と

あ
る
。

（

26）
同
じ
く
『
椋
鳥
通
信
』
一
九
一
〇
年
十
月
十
二
日
に
は
、
「
学
長
E
rich

S
ch
m
id
t

の
演
説
」
と
し
て
「
そ
れ
ゆ
え
に
文
献
学
と
神
学
は
当
代
の
頂
点
に
あ
る
。
歴
史
認
識

は
数
々
の
成
果
を
あ
げ
、
歴
史
学
は
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
に
先
導
さ
れ
る
法
学
に
お
い
て
赫
々

た
る
も
の
が
あ
る
。
哲
学
は
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
ヘ
ー
ゲ
ル
が
総
体
的
体
系
を
賦
与
し

た
と
こ
ろ
だ
が
、
よ
う
や
く
自
然
哲
学
の
両
性
具
有
の
息
子
を
突
き
放
し
た
。
そ
れ
は

迷
え
る
精
神
で
あ
つ
て
、
経
験
を
欠
き
、
監
察
を
知
ら
ず
、
医
学
に
ま
で
お
告
げ
を
し

て
、
さ
ら
な
る
飛
翔
へ
の
不
信
を
よ
び
さ
ま
し
た
」（『
椋
鳥
通
信
中
』
平
成
二
七
年

二
月
、
岩
波
文
庫
）
と
哲
学
・
文
献
学
の
中
心
と
な
っ
た
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
同
時
代
的

位
置
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（

27）
上
山
安
敏
『
神
話
と
科
学
』（
平
成
一
三
年
一
〇
月
、
岩
波
現
代
文
庫
）

（

28）
「
解
題
」
（
『

�外
近
代
小
説
集

第
六
巻
』
平
成
二
四
年
一
〇
月
、
岩
波
書
店
）
参

照
。

�外
の
日
記
（
大
正
二
年
六
月
一
三
日
）
に
は
「
本
間
俊
平
東
京
に
来
て
、
直
ち

に
又
去
る
。
新
橋
に
送
り
に
ゆ
き
、
前
田
正
名
、
俊
平
の
長
女
武
子
等
に
も
面
会
す
」

と
あ
る
。

（

29）
三
吉
明
『
本
間
俊
平
の
生
涯
』（
昭
和
四
一
年
七
月
、
福
音
館
書
店
）

（

30）
山
崎
一
頴
『

�外
ゆ
か
り
の
人
々
』（
平
成
二
一
年
五
月
、
お
う
ふ
う
）

（

31）
前
掲
、『
近
代
日
本
と
キ
リ
ス
ト
教

明
治
篇
』
中
、
小
塩
力
の
証
言
。

（

32）
細
井
勇
『
石
井
十
次
と
岡
山
孤
児
院

近
代
日
本
と
慈
善
事
業
』
（
平
成
二
一
年

七
月
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
は
、「
明
治
二
〇
年
前
後
に
お
け
る
近
代
的
慈
善
事
業
が
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
を
受
容
し
た
人
々
の
手
に
よ
っ
て
先
駆
的
に
開
始
さ

れ
る
場
合
の
多
い
こ
と
は
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。

（

33）
前
掲
、
三
並
良
『
日
本
に
於
け
る
自
由
基
督
教
と
其
先
駆
者
』

（

34）
小
堀
桂
一
郎
『
森

�外
文
業
解
題
（
創
作
篇
）』（
昭
和
五
七
年
一
月
、
岩
波
書

店
）
に
よ
る
と
、
「
な

ん
と
か

云
ふ

ド
イ

ツ
の
女
の

詩
」
は
、

フ
リ
ー

ダ
・

シ
ャ
ン

ツ

の
詩
「
M
it
ein
em
H
a
m
m
ersch

la
g
」
（
ル
ー

ド
ヴ
ィ

ッ
ヒ
・

ヤ
コ

ポ
ウ
ス
キ
ー

編

『
N
eu
e
L
ied
er
d
er
b
esten

n
eu
eren

D
ich
ter
f� u
r・s
V
o
lk
,
zu
sa
m
m
en
g
estellt

v
o
n
L
u
d
w
ig
Ja
co
b
o
w
sk
i,
B
erlin

:liem
a
n
n
,
1899』

収
録
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（

35）
荒
木
康
彦
「「

鎚
一
下
」
考

森

�外
と
マ
ッ
ク
ス

�ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
交
差

」

（『
文
学
』
五
三
、
昭
和
六
〇
年
四
月
）

（

36）
前
掲
、

荒
木

康
彦
「
「

鎚
一

下
」

考
森

�外
と

マ
ッ

ク
ス

�ヴ
ェ
ー

バ
ー
の
交

差
」

（
原
稿
受
付

二
〇
一
九
年
一
〇
月
三
一
日
）
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